
 

 

 

 

 

団体・学校の特徴  １小１中の特性を生かした、小学校との小中一貫・連携を中心として取組 

所在地（市町村名） さいたま市 会員数又は児童生徒数 ４０２名 活動期間 ７年７か月 

活 動 内 容  学校間連携による児童生徒の交流活動・交流体験 

   

 

さいたま市立大成中学校  

 

 

例年は、主に以下の内容について活動をしている。                                  

☆小・中一貫教育推進委員会の実施（小・中各校長、教頭、教務主任） 

 ○エアロビ講習会（中２が小６を対象に実施） ○大成中プレゼンテーション（中１が小６に） 

 ○ようこそ未来の教室（中３が小４に） ○読み聞かせ（中学校図書委員が小全に） 

 ○ふれあい祭り（中学校各部活動が小全に） ○作品交流（中学該当生徒が小全に） 

 ○駅伝練習（中学選手が小学選手に） ○合唱交流（３年優秀賞のクラスが小全に） 

 ＜その他＞☆どんぐり拾い（小１） ☆町探検（小２） ○未来くるワーク（中２） 

 ○小中合同避難訓練、特別支援学級合同交流会、合同校内研修及び会議（教職員） 

（☆印は実施した活動） 

 

今年度は、コロナ禍における取組として例年通りの実施はできないため、可能な範囲で方法を変えて行っている。 

１年生の『大成中プレゼンテーション』では、総合的な学習の時間を活用して映像データの作成を予定し、つぼみ 

の日と合わせて小学校６年生に中学校生活について伝えている。また、３年生の総合的な学習の時間では、４年生に 

『ようこそ未来の教室』として、自分たちの知識を活かした授業の動画を作成し、中学校について紹介をするなど、 

小学校から中学校への円滑な接続を図れるよう取り組んでいる。 

特 徴 的 な 活 動 
大成中学校区の目指す児童・生徒像 

～人にやさしく たくましく生きる 大成の子～ 

未来の教室 

読み聞かせ 

エアロビ講習会 


